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生活環境課から
お 知 ら せ廃

棄
物
の
不
法
投
棄
・
残
土
の
違
法

埋
め
立
て
に
ご
注
意
を

現
在
、
上
野
原
市
内
で
も
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
や
違
法
な
埋
め
立
て
行
為
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
に
は
膨
大
な
費
用
が
か
か

り
、
こ
れ
を
不
法
投
棄
し
て
一
度
に
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
や
違
法
な
埋
め
立
て
行
為

は
、
行
為
そ
の
も
の
を
行
う
業
者
ば
か
り
で

な
く
、
土
地
を
管
理
す
べ
き
土
地
所
有
者
に

も
責
任
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
簡
単
に
解

決
で
き
な
い
問
題
で
す
の
で
、
被
害
の
実
態

や
手
口
を
把
握
し
、
自
分
の
土
地
は
自
分
の

手
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
砂
等
残
土
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
事
業
で
区
域
面
積
が
500
裃
以
上
の
場
合

に
は
、
市
条
例
に
よ
り
申
請
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

廃
棄
物
・
残
土
の
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す

□
資
材
置
場
と
し
て
土
地
を
貸
し
た
ら
、
大

量
の
廃
棄
物
を
搬
入
さ
れ
た（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
鉄
く
ず
な
ど
）。

□
土
砂
埋
め
立
て
に
同
意
し
た
ら
、
許
可
も

と
ら
ず
に
大
量
の
残
土
を
搬
入
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

□
い
つ
の
ま
に
か
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ

た
。
自
分
の
土
地
に
誰
か
が
大
量
の
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
っ
た
。

被
害
と
責
任

□
土
地
の
価
値
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
地
権
者
に
も
多
大
な
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。

□
土
地
所
有
者
が
莫
大
な
処
理
費
用
を
負
担

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
土
地
と
は
？

□
人
家
か
ら
離
れ
、
使
用
し
て
い
な
い
土
地

□
土
地
が
比
較
的
平
ら
、
も
し
く
は
谷
に
な

っ
て
い
る
。

□
夜
に
な
る
と
人
や
車
の
通
り
が
少
な
い
道

路
に
面
し
て
い
る
。

□
大
型
車
輌
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
地
を
廃
棄
物
の
山
に
す
る
手
口

□
金
銭
と
甘
い
言
葉
で
誘
う
「
土
地
を
有
効

利
用
し
た
い
」、「
荒
れ
た
土
地
が
復
活
す

る
」
な
ど
。

□
借
り
て
し
ま
え
ば
、
手
続
き
は
無
視
。
組

織
的
に
短
時
間
で
大
量
の
廃
棄
物
や
残
土

を
搬
入
。

□
不
法
投
棄
の
場
合
は
昼
間
に
目
を
つ
け
た

不
法
投
棄
か
ら
地
域
を
守
ろ
う

生
活
環
境
課
で
ま
と
め
た
結
果
で
は
、
一
般
家
庭
ご
み
や
洗
濯
機
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
、
平

成
19
年
度
に
不
法
投
棄
さ
れ
、
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
重
量
は
お
よ
そ
17
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

県
や
市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
協
力
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不

法
投
棄
防
止
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視
も
必
要
で
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
き
れ
い
な
環
境
、
住
み
よ
い
上
野
原
市
を
守
る
た
め
、
み
な
さ

ん
の
手
で
悪
質
な
不
法
投
棄
か
ら
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

回収した廃タイヤの山（市クリーンセンター）

●問い合わせ

生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
と
い
う
物
質
が
大
気
中
で
高
濃
度
と
な

り
、
空
に
白
い
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う
な
状

態
に
な
る
大
気
汚
染
現
象
を
い
い
ま
す
。

こ
の
現
象
に
は
、
気
象（
天
気
）が
大
き
く

影
響
し
、
一
般
的
に
は
日
差
し
が
強
く
風
の

弱
い
日
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
山
梨

県
で
は
こ
れ
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
て
発
生

し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

《
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
》

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
に

は
、
炭
化
水
素
や
窒
素
酸
化
物
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
物
質
は
、
大
気
中
で
太
陽
の
強

い
紫
外
線
を
受
け
、
光
化
学
反
応
と
呼
ば
れ

る
現
象
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
時
で
き
た

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
な
ど
が
、
特
殊

な
気
象
現
象
に
な
っ
た
と
き
、
白
い
モ
ヤ
が

か
か
っ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を

『
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
』
と
呼
ん
で
ま
す
。

《
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
影
響
》

主
と
し
て
、
目
が
痛
い
、
涙
が
出
る
、
せ

き
が
出
る
、
の
ど
が
痛
い
と
い
っ
た
粘
膜
刺

激
症
状
、
人
の
呼
吸
へ
の
影
響
、
天
然
ゴ
ム

の
ひ
び
割
れ
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

《
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
の
発
令
》

上
野
原
市
に
お
い
て
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
で
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

土
地
に
夜
中
に
ダ
ン
プ
で
乗
り
つ
け
る
。

□
捨
て
れ
ば
捨
て
る
ほ
ど
利
益
に
な
る
か

ら
、
周
り
の
土
地
ま
で
知
ら
ぬ
顔
で
進
出

し
て
い
く
。

□
市
・
県
が
立
入
調
査
し
て
も
「
資
金
が
な

い
」、「
近
い
う
ち
に
改
善
す
る
」
な
ど
逃

げ
の
一
手
。

□
こ
れ
以
上
搬
入
で
き
な
い
と
わ
か
れ
ば
、

ゴ
ミ
を
そ
の
ま
ま
に
行
方
を
く
ら
ま
せ
て

し
ま
う
。

ト
ラ
ブ
ル
や
不
法
投
棄
を

防
止
す
る
た
め
に

□
日
ご
ろ
か
ら
土
地
を
見
回
り
、
遊
休
地
は

草
刈
や
防
止
柵
の
設
置
を
す
る
な
ど
し
て

管
理
す
る
。

□
話
が
あ
っ
て
も
安
易
に
土
地
を
貸
さ
ず

に
、
事
業
内
容
な
ど
を
詳
し
く
書
面
で
提

出
さ
せ
る
。

□
同
意
書
だ
け
で
な
く
契
約
書
な
ど
で
万
一

の
場
合
の
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
。

□
貸
す
前
に
隣
接
地
と
の
境
界
を
決
定
し
て

お
く
。

□
強
引
な
契
約
や
脅
し
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

通
報
す
る
。

□
信
頼
で
き
る
業
者
か
ど
う
か
過
去
の
実
績

や
評
価
を
調
べ
て
み
る
。

□
必
要
な
許
認
可
の
確
認
が
と
れ
る
ま
で
絶

対
に
搬
入
さ
せ
な
い
。

□
許
認
可
の
内
容
が
聞
い
た
話
と
一
致
し
て

い
る
か
間
い
合
わ
せ
る
。

□
事
業
実
施
中
も
定
期
的
に
見
回
り
監
視
す

る
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
第
16
条
に
お
い
て
、「
何
人
も
み
だ
り

に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
に
対

し
て
は
、「
5
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
1

千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を

併
科
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
監
視
協
力
員
を

設
置
し
て
い
ま
す

山
梨
県
や
上
野
原
市
で
は
、
不
法
投
棄
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
不
法
投
棄
監
視
協
力
員

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

協
力
員
は
、
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
、
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
現
場
を
確
認

し
、
不
法
投
棄
者
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の

特
徴
を
県
や
市
に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
パ

ト
ロ
ー
ル
中
に
不
法
投
棄
の
場
所
を
見
つ

け
、
ご
み
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視
を

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視
な
ど
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
現
場
を
発
見
し
た
場
合
な
ど

は
、
現
場
の
状
況
や
不
法
投
棄
を
行
っ
た
車

の
ナ
ン
バ
ー
等
を
わ
か
る
範
囲
で
、
す
ぐ
に

生
活
環
境
課
ま
た
は
上
野
原
警
察
署（
蕁
63
―

0
1
1
0
）へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
発
令
が
あ
っ
た
と
き
は
》

・
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
上
野
原
市
の
地
域
の
中
で
ど
の
地
域
が
一

番
濃
度
が
高
い
で
す
か
？

Ａ
上
野
原
市
内
に
は
1
台
の
測
定
器
が
市
役

所
に
あ
り
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
測

定
を
24
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
測
定

器
1
台
で
西
原
地
区
・
秋
山
地
区
を
除
く

市
内
の
す
べ
て
の
地
域
を
対
象
に
測
定
し

て
い
る
た
め
、
市
の
中
で
ど
の
地
域
の
濃

度
が
高
い
と
か
低
い
と
か
は
い
え
ま
せ

ん
。

▲市役所に設置されている測定器（左）
写真右の機械で空気を取り込み、測定します



見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
社
会
資

本
形
成
の
財
源
が
正
味
資
産
に
よ
る
も
の

か
、
負
債
に
よ
る
も
の
か
、
そ
の
依
存
割
合

を
見
る
こ
と
で
世
代
間
負
担
の
指
標
と
な
り

ま
す
。

17年度末

40,899,155

32,767,276

20,289,441

80.1％

49.6％

18年度末

39,925,286

31,726,257

19,476,613

79.5％

48.8％

構成比

38.2％
28.4％
17.0％
7.1％
6.4％
2.9％

100.0％

金額

15,230,690
11,354,042
6,775,043
2,843,825
2,552,111
1,169,575
39,925,286

広
報
5
月
号
に
お
い
て
市
の
決
算
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
等
の
使
わ
れ
方

を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る

た
め
に
、
民
間
企
業
な
ど
の
経
理
で
用
い

て
い
る
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
に
基
づ
く

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）を
平
成

19
年
3
月
31
日
現
在
で
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
でな

に
が
わ
か
る
の
か

総
務
省
方
式
に
示
さ
れ
た
分
析
指
標
を
も

と
に
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

《
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負
担
比
率
》

社
会
資
本
の
整
備
の
結
果
を
示
す
有
形
固

定
資
産
の
う
ち
、
正
味
資
産
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
て
い
る
比
率（
社
会
資
本
負
担
比
率
）

で
す
。

正
味
資
産
は
、
国
・
県
支
出
金
や
一
般
財

源
等
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
世
代
の
負
担
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
社
会
資
本
の
額
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
比
率
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
に
よ
っ

て
す
で
に
納
付
さ
れ
た
税
金
等
に
よ
っ
て
社

会
資
本
が
形
成
さ
れ
た
割
合
を
見
る
指
標
で

す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
後
世
代
へ
の

負
担
が
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

負
債
に
注
目
す
る
と
、
後
世
代
に
よ
り
将

来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
の
割
合
を

行政目的

教育費

土木費

総務費

農林水産業費

衛生費

その他

合計

有形固定資産の行政目的別内訳・構成比
〔単位：千円〕
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資
産
総
額

5
1
2
億
2
8
7
万
円

項　目

有形固定資産合計　a

正味資産合計 b

負債合計 c

社会資本負担比率 b/a

後世代による負担比率c/a

社会資本形成の世代間負担比率　　〔単位：千円〕

普
通
会
計
か
ら
見
た
市
の

平
成
18
年
度
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

16年度末

42,092,412

34,461,123

18,933,588

81.9％

45.0％

17年度末

12,823,977

53,056,717

32,767,276

4.14年

2.56年

18年度末

11,435,485

51,202,870

31,726,257

4.48年

2.77年

項　目

歳入合計　　　a

資産合計　　　b

正味資産合計　c

予算額対資産比率 b/a

予算額対正味資産比率c/a

予算額対資産比率　　　　　　　〔単位：千円〕

16年度末

13,669,931

53,394,711

34,461,123

3.91年

2.52年

《
予
算
額
対
資
産
比
率
》

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
計
算

す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
産
形
成
に
何
年
分
の

歳
入
が
充
当
さ
れ
た
か
を
見
る
指
標
で
す
。

歳
入
合
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
の
数
値
を
用

い
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
年
数
が
多
い
ほ

ど
す
で
に
社
会
資
本
整
備
が
進
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
額
対
正

味
資
産
比
率
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
に
よ
る

社
会
資
本
形
成（
正
味
資
産
）が
何
年
分
の
歳

入
に
相
当
す
る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

《
有
形
固
定
資
産
の
行
政
目
的
別
割
合
》

有
形
固
定
資
産
の
行
政
目
的
割
合
を
見
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
社
会
資
本

形
成
が
ど
こ
に
重
点
を
お
い
て
い
た
の
か
が

わ
か
り
ま
す
。

当
市
の
場
合
、
教
育
費
お
よ
び
土
木
関
係

に
対
し
て
、
重
点
的
に
資
産
形
成
を
行
っ
て

き
た
た
め
、
有
形
固
定
資
産
に
占
め
る
割
合

が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）
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6,775,043
384,684
2,552,111
36,428

2,843,825
115,639

11,354,042
481,244

15,230,690
151,580

39,925,286
6,332,663）

39,925,286

5,410,603
6,410

2,462,129
559,274

0
3,021,403
691,709

9,130,125

593,172
649,000
522,093
1,764,265

374,664
8,530

383,194
2,147,459

51,202,870

〔負債の部〕
1 固定負債
（1）地方債

（2）債務負担行為
①物件の購入等
②債務保証又は
損失補償

債務負担行為計

（3）退職給与引当金

固定負債合計

2 流動負債
（1）翌年度償還予定額

（2）翌年度繰上充用金

流動負債合計

負債合計

〔正味資産の部〕

1 国庫支出金

2 都道府県支出金

3 一般財源等

正味資産合計

負債・正味資産合計

〔資産の部〕
1 有形固定資産
（ 1）総務費
（ 2）民生費
（ 3）衛生費
（ 4）労働費
（ 5）農林水産業費
（ 6）商工費
（ 7）土木費
（ 8）消防費
（ 9）教育費
（10）その他

計
（うち土地

有形固定資産合計

2 投資等
（ 1）投資及び出資金
（ 2）貸付金
（ 3）基金

①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金
基金計

（ 4）退職手当組合積立金
投資等合計

3 流動資産
（ 1）現金・預金

①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金
現金・預金計

（ 2）未収金
①地方税
②その他
未収金計

流動資産合計

資産合計

（243）
（14）
（92）
（1）

（102）
（4）

（407）
（17）
（546）
（5）

（1,432）
（227）

（1,432）

（194）
（0）

（88）
（20）
（0）

（108）
（25）
（327）

（21）
（23）
（19）
（63）

（13）
（0）
（14）
（77）

（1,836）

15,557,403

0

0
0

2,347,369

17,904,772

1,571,841

0

1,571,841

19,476,613

5,219,390

2,176,732

24,330,135

31,726,257

51,202,870

（558）

（0）

（0）
（0）

（84）

（642）

（56）

（0）

（56）

（699）

（187）

（78）

（873）

（1,138）

（1,836）

借　　　　　方 貸　　　　　方

上野原市のバランスシート
（カッコ内は市民一人あたりの額です。単位：千円）

※市民一人あたりの額は、平成19年3月31日現在の住民基本台帳

登載人口27,881人で計算しています。

（平成19年3月31日現在）

※債務負担行為に係る補償費

①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　　　　　　0千円

②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　　　　　　0千円

③利子補給等に係るもの　　　　　　　　　　　　　　0千円

作
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
総
務
省
の
示
し

た
統
一
的
な
基
準
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
が
、
次
の

よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
会
計
範
囲

普
通
会
計（
一
般
会
計
、
教
育

奨
励
資
金
特
別
会
計
及
び
温
泉
事
業
特
別
会
計
）

●
固
定
、
流
動
区
分

1
年
基
準

●
基
礎
数
値

昭
和
44
年
度
以
降
の
旧
秋
山
村
、
旧

上
野
原
町
お
よ
び
上
野
原
市
を
合
算
し
た
地
方
財

政
状
況
調
査（
決
算
統
計
）、
歳
入
歳
出
決
算
書
等

●
資
産
の
評
価
方
法

土
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
し

た
当
時
の
価
格
で
評
価
し
、
そ
れ
以
外
の
資
産
に

つ
い
て
は
、
取
得
当
時
の
建
設
費
を
基
準
に
、
総

務
省
で
示
し
た
耐
用
年
数
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ

た
減
価
償
却
を
控
除
し
て
い
ま
す
。

●訂正とお詫び
広報うえのはら平成19年6月号（№28）7ページのバランスシート

の中で誤りがありました。訂正してお詫びします。
〔正味資産の部〕

2 都道府県支出金　誤 7,544,791（267）正 2,229,009（ 79）
3 一般財源等　　　誤 19,799,337（700）正 25,115,119（888）



児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

児
童
手
当
は
児
童（
小
学
校
修
了
前
の
児

童
）を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
出
生
や
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
「
認
定
請
求
」
や

「
額
改
定
認
定
請
求
」
等
の
申
請（
公
務
員
の

場
合
は
勤
務
先
へ
申
請
）が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
速
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象

12
歳
到
達
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
支
給
額（
月
額
）

・
3
歳
未
満
児

一
律
1
万
円

・
3
歳
以
上
児

第
1
子
・
第
2
子
は
5
千

円
、
第
3
子
以
降
は
1
万
円

◇
支
払
時
期

原
則
、
毎
年
2
月
、
6
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

◇
必
要
書
類

申
請
者
の
「
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年

金
加
入
証
明
書
」
や
所
得
証
明

書
な
ど

◇
所
得
制
限

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

厚生年金等加入者
（サラリーマン）

532.0
570.0
608.0
646.0
684.0
722.0

所得制限限度額（万円）
国民年金加入者・未加入者

（自営業者）
460.0
498.0
536.0
574.0
612.0
650.0

扶養親族
等の数

0人
1人
2人
3人
4人
5人

平成 2 0年度所得制限限度額表

注1 所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親
族がある者についての限度額（所得額ベース）は上記の額に
当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族1人につき6万
円を加算した額

注2 扶養親族等の数が6人以上の場合の限度額（所得額ベース）
は、1人につき38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者
または老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額

※所得額が所得制限限度額以上の場合、児童手当等は支給され
ません。
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児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
６
月
中

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
6

月
30
日（
月
）ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
は
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
書
類
で
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
、
児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
6
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
現
在
手
当
を
受

給
し
て
い
る
家
庭
に
６
月
分
の
支
払
通
知

書
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

※
5
月
31
日
ま
で
に
受
給
資
格
を
喪
失
し
た

方
や
、
5
月
中
に
認
定
請
求
を
し
認
定
さ

れ
て
6
月
が
支
給
開
始
と
な
る
方
は
「
現

況
届
」
の
提
出
は
不
要
で
す
。

○
注
意
事
項

・
1
月
1
日
以
降
に
上
野
原
市
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
発
行

の
平
成
20
年
度（
平
成
19
年
中
）所
得
証
明

書（
児
童
手
当
用
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
「
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年

金
加
入
証
明
書
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▲児童手当現況届の用紙

あ
る
場
合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
平
成
19
年
度
に
申
請
を
さ
れ
た
方
で
所

得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
平
成
20
年
度
の
所
得
要
件
で
児

童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

広
報
う
え
の
は
ら
4
月
号
で
児
童
手
当
の

手
続
き
に
つ
い
て
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
申
請
の
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

パ
パ
・
マ
マ

手
続
き
を
忘
れ
な

い
で
ね
！
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山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で

市
税
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す

税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
市
で
は
、
市
税
な
ど
を
納
付
し

た
み
な
さ
ん
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
県
と
共
同
で
「
山
梨

県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
で
は
、
市
税
を
滞
納
し
納
税
指
導
等
に
従
わ
な

い
方
に
対
し
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎滞納整理はこのような流れで行います

上 野 原 市

インターネット公売などに
よる換価

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
て
い
な
い

状
態
を
滞
納
と
い
い
ま
す
が
、
滞
納
す
る
と
、

本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
他
に
延
滞
金
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
法
律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
志
に

関
わ
り
な
く
、
強
制
的
に
財
産
の
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

滞
納
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

市
で
は
滞
納
解
消
に
向
け
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
納
税
相
談

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◎
納
税
催
告

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
の

な
い
方
に
対
し
、
文
書
催
告
書
の
送
付
、

電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
を
行
い
ま
す
。

◎
財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
を
官
公
署
・

金
融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
な
ど
に
対
し

調
査
し
ま
す
。

◎
給
与
調
査

滞
納
者
が
給
与
所
得
者
で
あ

る
場
合
、
給
与
の
差
押
え
を
す
る
た
め
に
、

勤
務
先
に
対
す
る
給
与
調
査
を
行
い
ま

す
。

◎
滞
納
処
分

土
地
・
建
物
な
ど
財
産
が
あ

る
滞
納
者
に
対
し
、
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

差
押
え
後
も
納
付
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

や
む
を
得
ず
、
差
し
押
え
た
財
産
の
公
売

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
預
貯
金
、
給
与
、
自
動
車
、
生
命

保
険
な
ど
も
差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
税
務
課
で
は
平
日
に
納
付
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
毎
月
1
回
「
市
税
等
収
納
・
納

税
相
談
窓
口
」
を
、
日
曜
日
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
6
月
の
開
設
日
は
29
日（
日
）午

前
9
時
〜
正
午
と
な
り
ま
す
。

▲タイヤロック装置による
自動車の差押え（例）

山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で

市
税
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

山 梨 県 地 方 税
滞 納 整 理 推 進 機 構

徹底した財産調査と差押え
・自動車
・不動産
・給与
・預貯金　など

徴収が困難な滞納
案件の引継ぎ
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合
は
、
市
・
県
民
税
か
ら
控
除
し

ま
す
。

該
当
す
る
方
で
申
告
の
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
税
務
課
課
税
担
当

へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
源
移
譲
に
伴
う
年
度
間
の
所

得
変
動
に
係
る
経
過
措
置（
市
・

県
民
税
減
額
措
置
）の
実
施

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
影
響
は

受
け
ず
、
市
・
県
民
税
の
税
率
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
影
響
の
み
を

受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、
既
に
賦

課
決
定
し
た
平
成
19
年
度
分
の

市
・
県
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲

に
よ
り
増
加
と
な
っ
た
市
・
県
民

税
相
当
額
を
還
付（
減
額
）し
ま
す
。

こ
の
所
得
変
動
に
伴
う
経
過
措

置
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平
成
19

年
度
分
市
・
県
民
税
を
課
税
し
た

市
区
町
村（
平
成
19
年
1
月
1
日

現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
）へ
、

減
額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
他
市
区
町
村
へ
転
出
さ
れ
た

方
は
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
7
月
1
日（
火
）〜

31
日（
木
）ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

平
成
20
年
度
市
・
県
民
税（
普

通
徴
収
分
）の
納
税
通
知
書
を
、

6
月
16
日（
月
）に
発
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

5
月
9
日（
金
）に
勤
務
先
へ
お
送

り
し
ま
し
た
。

市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

の
納
期
限

口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
各
納
期
限
日
に
口
座
か

ら
引
き
落
し
と
な
り
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
主
な
改
正
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

非
課
税
措
置
廃
止
に
伴
う

経
過
措
置
が
廃
止
と
な
り
ま
す

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
で
、

65
歳
以
上
の
方（
昭
和
15
年
1
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円

以
下
の
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

廃
止
に
よ
る
、
急
激
な
税
負
担
緩

和
の
た
め
の
経
過
措
置
が
廃
止
と

な
り
ま
す
。

前
年
度
ま
で
市
・
県
民
税
所
得

割
の
1
/
3
、
均
等
割
市
民
税
分

千
円
、
県
民
税
分
400
円
を
減
額
さ

れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
負

担
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除（
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
）の
適
用

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

期別

第1期・全期

第2期

第3期

第4期

納期限

平成20年 6月30日
平成20年 9月 1日
平成20年10月31日
平成21年 2月 2日

市
で
は
、
木
造
一
般
住
宅
の
耐

震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
建
築
物（
次
の
各
項
目
す

べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が
対
象

で
す
）

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と（
複

数
の
住
宅
お
よ
び
複
数
棟
の
住

宅
の
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
主

に
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
1

棟
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

手
さ
れ
た
住
宅

・
木
造
で
在
来
工
法（
軸
組
工

法
・
伝
統
工
法
）で
建
築
さ
れ

た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
裃
以
下

（
注
）農
家
等
で
、
2
・
3
階
を
蚕

室
用
と
し
て
建
築
し
た
建
物
で

下
2
階
、
上
2
階
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
は
3
階
建
て
と
な
り

対
象
外
で
す
。

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
併
用
住
宅

（
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部

分
が
延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
住
宅
と
し
使
用
さ
れ
て

い
る
住
宅
）

・
戸
建
住
宅
で
長
屋
お
よ
び
共
同

住
宅
以
外
の
も
の

●
診
断
費
用

無
料

●
診
断
結
果
　
山
梨
県
建
築
士
事

務
所
協
会
員
で
組
織
す
る
耐
震

判
定
会
が
、
内
容
を
審
査
し
、

耐
震
診
断
報
告
書
を
市
か
ら
申

込
み
者
に
お
送
り
し
ま
す
。

●
申
込
み
期
間

6
月
2
日（
月
）〜
6
月
30
日

（
月
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

30
分（
土
・
日
を
除
く
）

●
募
集
戸
数

10
戸（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
）

●
診
断
実
施

平
成
20
年
10
月
頃
か
ら
の
予
定

●
申
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
建
設
課
計
画
担
当
ま
た
は

秋
山
支
所
、
各
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
建
設

課
ま
た
は
秋
山
支
所
、
各
出
張

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1

2
3
）

木
造
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断

10
戸
を
募
集
し
ま
す
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初戸（橋本木材前）
藤尾（蔵春院前）
旧六藤分校
田和（橋本土建前）
扁盃バス停横
原区民会館前
飯尾（桑原利行宅前）
市役所西原出張所前
日寄橋
消防署棡原出張所
大垣外（第七部消防庫前）
ふるさと長寿館前
市役所旧棡原支所入口
棡原小学校校庭
旧日原バス停前
小伏（八幡神社下）
黒田（長田茂宅前）
井戸バス停前
先祖・丸畑（山本季男宅前）
奈須部公民館前庭

6
月
10
日
（
火
）

月日 会　　　　　場受付時間 月日 会　　　　　場受付時間
9 :00 ～ 9:10
9 :15 ～ 9:25
9 :30 ～ 9:40
9 :45 ～ 9:55
10 :00 ～ 10 :10
10 :15 ～ 10 :35
10 :40 ～ 10 :50
10 :55 ～ 11 :05
11 :15 ～ 11 :25
11 :30 ～ 11 :40
11 :50 ～ 0:00
1 :10 ～ 1:20
1 :25 ～ 1:35
1 :40 ～ 1:50
1 :55 ～ 2:05
2 :15 ～ 2:25
2 :35 ～ 2:45
2 :50 ～ 3:00
3 :05 ～ 3:15
3 :20 ～ 3:30

保健センター（勤労青少年ホーム）
鶴川（加藤照正宅前）
八米（桑原一正宅前）
大鶴小学校校庭
大倉（中村匡男宅前）
芦垣公民館前
和見消防庫前
桑久保東区（志村英美宅前）
甲東小学校校庭
中不老消防庫前
棚頭（中村一匡宅前）
野田尻（落合商店前）

10:00 ～ 11:45
1:00 ～ 1:10
1:15 ～ 1:25
1:30 ～ 1:40
1:45 ～ 1:55
2:00 ～ 2:10
2:20 ～ 2:30
2:40 ～ 2:50
2:55 ～ 3:05
3:10 ～ 3:20
3:25 ～ 3:35
3:40 ～ 3:50

6
月
11
日
（
水
）

6
月
13
日
（
金
）

山風呂（光電製作所前庭）
向風（正八幡宮前）
本一共同パーキング
三生会病院前
塚場（諸角正成宅前）
諏訪（臼井眞宅前）
新二（小佐野駐車場）
新田水防会館前
鶴島東区（小俣庸宅前）
鶴島西区（（有）東新前）
松留（公正屋本部前）
八ツ沢老人福祉センター前
保健センター（勤労青少年ホーム）

西大野（泉ホーム庭）
大目小学校校庭
犬目公民館前
荻野（志村延勝宅前）
大椚（中村幸記宅前）
日野（市川正末宅横）
保健センター（勤労青少年ホーム）

8:50 ～ 9:00
9 :05 ～ 9:15
9 :25 ～ 9:35
9 :40 ～ 9:55
10 :00 ～ 10 :10
10 :15 ～ 10 :25
10 :30 ～ 10 :45
10 :50 ～ 11 :00
11 :05 ～ 11 :15
11 :20 ～ 11 :30
11 :35 ～ 11 :45
11 :50 ～ 0:05
1 :15 ～ 2:00

10:40 ～ 11:00
11:05 ～ 11:15
11:20 ～ 11:30
11:35 ～ 11:45
11:55 ～ 0:05
0:10 ～ 0:20
1:30 ～ 2:30

6
月
16
日
（
月
）

無生野（藤本重則宅前）
浜沢（浜松屋商店前）
原（原田廣秋宅前）
尾崎（山王屋商店前）
寺下（火の見やぐら前）
板崎（菊屋商店前）
遠所（佐藤猛宅前）
大地バス停前
栗谷（秋山ゴム工業前）
中野（商工会前）
神野バス停前
小和田バス停前
古福志バス停前
桜井（小俣静工業前）
富岡（三好屋商店前）
安寺沢（加藤久男宅前）
一古沢バス停前
金山集会所前
田野入（大房商店横）

（敬称略）

9:10 ～ 9:20
9:25 ～ 9:35
9:40 ～ 9:50
9:55 ～ 10:05
10:10 ～ 10:20
10:25 ～ 10:35
10:40 ～ 10:50
10:55 ～ 11:05
11:10 ～ 11:20
11:25 ～ 11:35
1:00 ～ 1:10
1:15 ～ 1:25
1:30 ～ 1:40
1:45 ～ 1:55
2:00 ～ 2:10
2:15 ～ 2:25
2:30 ～ 2:40
2:45 ～ 2:55
3:00 ～ 3:10

6
月
17
日
（
火
）

平成 2 0年度結核定期住民検診日程表

JAクレイン巌支店前
市役所巌出張所前
公正屋しおつ店駐車場
JR四方津駅前
川合（久島章司宅前）
市役所大目出張所前

8:50～ 9:00
9 :05 ～ 9:15
9 :20 ～ 9:40
9 :45 ～ 9:55
10 :05～10 :15
10 :25～10 :35

6
月
13
日
（
金
）

感
染
症
法（
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
）に
よ
り
、

65
歳
以
上
の
市
民
の
み
な
さ
ん（
平
成
20
年
度
中

に
65
歳
に
達
す
る
方
を
含
む
）を
対
象
に
、
巡
回

検
診（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）を
実
施
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
う
「
結
核
定
期
住
民
検
診
」
を

受
け
、
結
核
の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
方
は
、
お
近
く
の
会
場
で
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
上
野
原

市
民（
住
民
登
録
の
あ
る
方
）

●
対
象
と
な
ら
な
い
方

次
に
該
当
す
る
方
は
、
今
回
の
住
民
検
診
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
会
社
や
施
設
な
ど
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

け
て
い
る
方

②
現
在
、
結
核
で
治
療
中
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族

●
撮
影
時
の
注
意
事
項

①
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
エ
レ
キ
バ
ン
等

は
身
に
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
簡
単
に
着
替
え
が
で
き
る
服
装
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

③
貴
重
品
は
持
参
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た

方
の
み
に
連
絡
し
ま
す（
1
〜
2
か
月
後
）。

受
診
票
等
、
特
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

※
交
通
の
状
況
等
に
よ
る
多
少
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



資　　格

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高校卒業（見込）
21歳未満の者

高校卒業（見込）
21歳未満の者

高校卒業（見込）
21歳未満の者

高校卒業（見込）
24歳未満の者

18歳以上
34歳未満の者
18歳以上で国家
免許資格などを
有するもの
（資格により55
歳未満～53歳未
満の者）
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市
で
は
、
平
成
21
年
上
野
原
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
の
掲
載
作
品
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
作
品

上
野
原
市
内
の
四
季
、自
然
、

景
勝
地
、
祭
、
行
事
等
の
写
真
ま
た
は
絵

画
●
応
募
規
定

・
作
品
は
、
カ
ラ
ー
で
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
写
真
は
6
つ
切
り
横
サ
イ
ズ
ま
た
は
4
つ

切
り
横
サ
イ
ズ（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
可
）、
絵

画
は
Ｂ
4
横
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
作
品
可（
た
だ
し
、

画
像
加
工
し
た
作
品
は
不
可
）と
し
ま
す
。

・
個
人
を
特
定
で
き
る
写
真
を
応
募
す
る
場

合
は
、肖
像
権
等
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
点
数
は
1
応
募
者
に
つ
き
5
点
ま
で

と
し
ま
す
。

※
採
用
作
品
の
権
利
は
、上
野
原
市
に
属
し
、

採
用
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
は
、
市
役
所
で
審
査
の
う
え
、

採
用
作
品
は
平
成
21
年
上
野
原
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す（
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
）。
な
お
、
応
募

さ
れ
た
方
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
企
画
課
政
策
推
進
担
当
ま
で
郵

送
ま
た
は
、
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
企
画
課
政
策
推
進
担
当
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
市
か
ら
の
お
知
ら
せ（
企
画

課
）」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http
://w
w
w
.city.uenohara.yam

anas

hi.jp
/

●
応
募
期
間

8
月
1
日（
金
）〜
9
月
12
日

（
金
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

▲平成20年上野原市民カレンダー

平
成
21
年
上
野
原
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
募
集

第1次試験
受付時にお知らせ
します
9月29日（女子）

9月20日（1次試験）

9月23日（1次試験）

9月27日～28日
11月15日～16日
（一次試験）

11月1日～2日
（一次試験）

10月25日
（一次試験）

10月18日～20日
※いずれか1日が
指定されます

願書受付期間
男子は年間を通じて
行っています
8月1日～9月10日

8月1日～9月10日

8月1日～9月10日

（推薦）9月5日～9日

（一般）9月8日～30日

9月8日～30日

9月8日～30日

7月22日～10月10日

募集種目

2等陸・海・空士

一般曹候補生
（陸・海・空）

航空学生
（海・空）

防衛大学校学生

防衛医科
大学校学生

看護学生

予備自衛官補
（一般）

予備自衛官補
（技術）

概　　要
陸上は2年、海上・航空は3年
を1任期として任用（以降2年を
1任期）
採用後2年9か月経過以降選考
により3等陸・海・空曹に昇任
飛行機・ヘリコプターのパイ
ロット養成コース
入隊後6年で幹部昇任

修学年限4年
卒業後1年で幹部自衛官に昇任

修学年限6年
医師免許取得後は幹部自衛官
に昇任
修学年限3年
看護師免許取得後は2等陸曹に
昇任

階級は指定しない
所定の教育訓練を終了した後
予備自衛官として任用

平成20年度自衛官等募集案内

大月地域事務所蕁22ー1298 大月市御太刀2ー8ー10 URL http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/問い合わせ
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みんなで考えよう　共同参画の意義

前号の男女共同参画ニュース「スマイルＮｏ.21」で、
厚生労働省が毎年行っている「21世紀成年者縦断調査
（国民の生活に関する継続調査）」結果で、夫の協力が第
2子の出産に影響することをお知らせしました。同じ調
査で、妻の職場におけるこの3年間の育児休業制度の有
無別にみた「出生状況」を調べています。

第1子の出産には、育児休業制度の有無で出生状況の

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.22

差はほとんど見られません。妻の職場に育児休業制度が
あることが、第2子以降の出産の割合を高くしているこ
とがわかります。働きながら、子育てをし、さらに第2
子以降の出産となれば、困難な条件は倍増します。
育児休業制度は、1991年に制定され、徐々に取得者を
増やしてきました。厚生労働省の調べによると、2006年
度の育児休業の取得率は女性が88.5％と03年度の調査
（73.1％）を15.4ポイント上回りました。一方、男性は
0.57％にとどまっています。依然、育児の責任が女性に
かかっている現実をあらわしています。
育児休業の取得率がこれほど高いにもかかわらず、出
生率は上昇していません。これは育児休業の取得率が、
出産時に在職している人を対象にしているからです。出
産を前に退職してしまえば、計算から除外されます。
労働者を雇用している企業が、育児休業制度を整備す
ることはもちろんですが、制度だけの問題ではなく、家
庭を含めた社会全体で出産を支援することなくしては、
日本の少子化傾向に歯止めをかけることはできません。
育児休業制度を利用しやすい雰囲気があると第2子以降
の出生を増加させています。
子育て世代ばかりでなく、すべての人々が男女共同参
画の意義について考えていく必要があります。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

子どもなし
第1子
出生あり
32.8
34.3
40.8
34.8
26.1
31.2

29.7

出生前

総数
制度あり
利用しやすい雰囲気がある

利用しにくい雰囲気がある

どちらともいえない
制度なし
制度があるかどうか
わからない

2人以上
第3子以上
出生あり
7.3
10.9
13.4
3.7
14.9
5.2

6.1

1人
第2子
出生あり
34.8
45.5
50.0
38.1
47.1
28.0

27.6

●妻の職場の育児休業制度の有無別出生状況　（％）

上野原市教育委員会では木食白道上人(もくじきび
ゃくどうしょうにん)ゆかりの品を展示します。
白道は、江戸時代に北海道から関東地方を回って数
多くの仏像を残したことで有名なお坊さんで、寛政9
年（1797）上野原村にも滞在し、現在の上野原市原地
区8軒に木彫りの恵比寿

え び す

大黒像
だいこくぞう

を贈ったと伝えられて
います。このうち4組8体の木像（市指定文化財）を制作
から210年ぶりに一堂に集め、次の日程で公開します。
笑みを浮かべた愛らしい表情をご鑑賞ください。

◆展示日・展示場所

・6月2日（月）～27日（金）午前8時30分～午後5時30分
（土・日を除く）市役所1階会計課横の展示コーナー
・6月28日（土）午前8時30分～午後5時　もみじホール
3階会議室8
※なお、山梨県立博物館でも白道の特別展を6月30日

（月）まで開催中で、市内八ッ沢にある白道作の版木
は ん ぎ

（市指定文化財）が出品されています。こちらもあわ

せてご覧ください。

●問い合わせ 教育学習課社会教育担当（蕁62－3409）

医療の進歩や人口の高齢化に伴い輸血を必要として
いる方が増加しています。血液は人工的には造れませ
ん。すべて献血に頼っています。
患者さんの生命を救うのはあなたの血液です。ご協
力をお願いします
◎実施日および実施場所 6月24日（火）秋山支所
◎時間 午前10時～正午
◎対象者 16歳～64歳までの健康な方（現在妊娠中の
方は献血できません）
◎持ち物 献血される方の本人確認ができるもの（運
転免許証、パスポート、健康保険証等。ただし献血
手帳は不可）
◎内容 200裨、400裨、成分献血
●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62－4134）また
は秋山支所（蕁56－2111）

文化財展示のご案内 献血のお知らせ



 
上
野
原
市
長
寿
祝
金
の
改
正

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
100
歳
を
迎

え
た
高
齢
者
に
対
し
て
、
市
内
に

居
住
す
る
期
間
に
応
じ
て
長
寿
祝

金
を
、
ま
た
、
99
歳
で
亡
く
な
ら

れ
た
高
齢
者
に
敬
老
金
を
支
給
し

て
き
ま
し
た
が
、
6
月
1
日
か
ら

長
寿
祝
金
の
支
給
基
準
を
近
隣
市

町
村
の
水
準
に
合
わ
せ
る
た
め
、

次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

●
支
給
基
準

住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
外
国
人

登
録
原
票
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
1
年
以
上
市
内
に
居
住
す
る

方（
施
設
入
所
者
等
で
他
市
町

村
の
住
所
地
特
例
適
用
者
を
除

く
）で
、
年
齢
が
満
100
歳
に
達

し
た
方

●
支
給
額

10
万
円

県
民
敬
老
祝
金
の
改
正

山
梨
県
県
民
敬
老
祝
金
の
支
給

基
準
が
見
直
し
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
9
月

15
日
を
基
準
に
市
の
敬
老
祝
金
と

併
せ
て
支
給
し
ま
す
。

《
改
正
後
支
給
基
準
》

●
祝
金
・
100
歳
、
県
内
最
高
齢
者

に
対
し
5
万
円
を
支
給

●
祝
品

88
歳
、
100
歳
、
県
内
最

高
齢
者
に
対
し
支
給

※
上
野
原
市
が
支
給
す
る
敬
老
祝

金
、
祝
品
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
今
年
度
、
第
4
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
際
、
計
画
内
容
の
検
討
等
を

行
う
た
め
の
策
定
委
員
を
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
2
名
募
集
し
ま

す
。委

員
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、
今

年
度
中
に
行
わ
れ
る
、
策
定
委
員

会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
み
期
限

6
月
13
日
（
金
）

●
申
込
み
方
法

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当
へ
直
接
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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《
家
庭
系
ご
み
の
減
量
目
標
》

現
状
の
1
人
1
日
当
り
1
1
1

0
ｇ
か
ら
、
約
50
ｇ
の
減
量
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

《
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
》

ご
み
全
体
の
約
9
割
を
占
め
る

の
は
、
紙
類
・
布
類
・
生
ご
み

類
・
ビ
ニ
ー
ル
類
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
に
は
、
み
な
さ
ん
が

毎
日
の
生
活
の
中
で
意
識
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
買
物
に
行
く
と
き
は

・
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
過
剰
な

包
装
や
袋
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
使
い
捨
て
の
商
品
は
選
ば
ず
、

長
く
使
え
る
物
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て

買
い
ま
し
ょ
う
。

●
ご
み
を
出
す
と
き
は

・
分
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
日
用
品
は
最
後
ま
で
使
い
切
り

ま
し
ょ
う
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
考
え
ま

し
ょ
う
。

・
資
源
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
は

そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
梱
包
し
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

（
古
着
回
収
）の
お
知
ら
せ

う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
は
、
第
29
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ

イ
ク
ル（
古
着
回
収
）を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

6
月
14
日（
土
）

●
時
間

午
前
8
時
〜
9
時

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
※
雨
天
決
行

●
回
収
可
能
な
も
の

①
幼
児
・
子
ど
も
衣
類
全
般

②
女
性
の
肌
着
・
体
型
を
整
え
る

衣
料
品
等

③
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
Ｙ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
・
ブ

ラ
ウ
ス
等

④
ズ
ボ
ン
類
全
般
・
短
パ
ン
等

⑤
カ
ー
テ
ン
・
毛
布
・
シ
ー
ツ
等

⑥
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
・
ス
カ
ー

フ
等

⑦
着
物
・
浴
衣
・
帯
等

⑧
そ
の
他
の
木
綿
製
品
等

⑨
背
広
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ブ
ル
ゾ

ン
等

⑩
秋
冬
物
・
皮
革
衣
類
等

●
回
収
不
能
な
も
の

①
ビ
ニ
ー
ル
製
の
物

②
手
袋
・
靴
下
・
布
団
等

③
裁
断
く
ず
・
糸
く
ず
・
綿
等

④
汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
物（
ジ
ー

ン
ズ
の
破
れ
等
）

⑤
洗
濯
し
て
な
い
物

※
古
着
を
入
れ
る
袋
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
あ
れ
ば
黒
色
で
も
使
用

で
き
ま
す
。
な
お
、
紙
袋
は
運

搬
す
る
と
き
に
破
れ
て
中
身
を

落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
参
加
で
き
な
い
場
合
で

も
、
随
時
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

今
日
の
豊
か
な
生
活
は
、
大
量

消
費
型
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
増

え
続
け
る
ご
み
と
ひ
っ
迫
す
る
最

終
処
分
場
の
問
題
は
深
刻
で
す
。

山
梨
県
内
に
は
最
終
処
分
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
ご
み
の

焼
却
灰
は
、
よ
そ
の
土
地
で
埋
め

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
焼

却
灰
の
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に

ご
み
が
あ
ふ
れ
る
日
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。



★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制
度の被保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※受診の際は必ず保険証をお持ちください。
※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな
されるため、健診結果が検査機関から市に提出
されることにご同意ください。
※健診結果から特定保健指導を希望される方は保
健担当へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当へお問い合わせ
ください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円（料金が変更になりました）
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院・大月市立中央病院（大月市）

磯部医院・都留市立病院（都留市）
※県内の他の医療機関を希望される方は保健担当
へお問い合わせください。
◎申込み期限　平成21年1月30日（金）まで
※保健担当へ電話でお申し込みください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、

体温計

★乳幼児健診（6/1～7/11までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★すこやか健康相談（6/1～7/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日

は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな

いようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 6月23日（月）予約制となります。
◎スタッフ　医師・心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※7月1日（火）は中止になります。

実施日

6月27日（金）

7月11日（金）
6月26日（木）

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
6月4日（水）

6月6日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前10：00～10：15
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：30
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

送迎
一部あり

一部あり

なし
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6 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

対　　　　象
1回目および2回目を接種する人

該当児
平成20年2月～
平成20年3月15日生まれ
平成19年8月16日～9月生まれ
平成17年1月～2月15日生まれ

3～4か月児

9～10か月児
3 歳 児
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階
会
議
室
2

※
希
望
者
は
印
鑑
を
持
参
し
、
本

人
ま
た
は
家
族
の
方
が
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
1
日
2
組
計
22
組
を
超

え
た
場
合
は
、
午
後
8
時
か
ら

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
不

自
由
者
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判

定
、
補
装
具
等
の
相
談
や
障
害
者

全
般
の
相
談
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

7
月
16
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午（
10
時
ま
で
に
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

会
議
室
1

※
原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

無
料
で
包
丁
研
ぎ
を

行
い
ま
す

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
上
野

原
支
部
で
は
、「
住
宅
デ
ー
」の
住

こ
れ
か
ら
参
加
者
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

●
利
用
料

活
動
内
容
に
よ
っ
て

一
部
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
日
時

毎
月
第
2
・
4
週
の
木

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
ご
ろ
ま

で
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

和
室

●
申
込
み
方
法

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
窓
口
お
よ
び
電
話
に
て

受
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

「
海
の
家
」を
開
設

6
月
20
日
に
受
付
し
ま
す

市
で
は
、「
上
野
原
市
海
の
家
」

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
場
所

静
岡
県
沼
津
市
戸

田
御
浜
海
水
浴
場
　
民
宿「
い

り
え
」

●
開
設
期
間

7
月
23
日（
水
）

〜
8
月
2
日（
土
）の
11
日
間

●
利
用
資
格

市
内
在
住
・
在
勤

者
●
利
用
料

4
名
ま
で
無
料（
食

事
代
等
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
）

●
受
付
日
時
　
6
月
20
日（
金
）

午
後
7
時
30
分
〜
8
時

●
受
付
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
無
料
で
包
丁
研
ぎ
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
募
金
も
行
い
ま
す
。

●
日
時

6
月
22
日（
日
）

●
場
所

牛
倉
神
社
境
内
、
市
役

所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
受
付

午
前
9
時
〜
正
午

※
包
丁
は
、
1
人
1
丁
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
土
屋
正（
蕁
62
―

4
4
0
5
）

も
み
じ
マ
ー
ク
の
表
示
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

6
月
1
日
か
ら
75
歳
以
上
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
自
動
車
運
転
時
に
高

齢
運
転
者
標
識（
も
み
じ
マ
ー
ク
）

の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。該

当
す
る
方
は
表
示
を
し
、
ま

た
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
運

転
者
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
日
時

6
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

も
み
じ
マ
ー
ク

▲

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
申
込
み
期
限

6
月
15
日（
日
）

ま
で

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

デ
イ
ケ
ア
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

デ
イ
ケ
ア
と
は
同
じ
病
気
を
持

っ
た
方
が
集
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
参
加
す
る
中
で
、
自
分
ら
し

さ
を
取
り
戻
し
、
よ
り
充
実
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
場
で
す
。
自
分
な
り
の
生
活
を

作
り
出
す
場
の
一
つ
と
し
て
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
デ
イ
ケ
ア
の
目
的
》

①
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
病
気
の
再

発
を
防
ぐ

②
仲
間
と
の
交
流
の
中
か
ら
人
と

の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ

③
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
眠

っ
て
い
た
好
奇
心
を
呼
び
覚
ま

し
、
生
活
に
ハ
リ
を
与
え
る

●
対
象
者

在
宅
の
精
神
障
害
者

の
方
で
家
族
の
協
力
が
得
ら

れ
、
一
人
で
参
加
で
き
る
方

●
内
容

創
作
活
動
・
外
出
な
ど
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2
年
生
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
大
人
の
付
き
添
い
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

《
無
料
開
放
予
定
月
日
》

●
7
月

12
日
、
19
日
、
26
日

●
8
月

2
日
、
9
日
、
16
日
、

23
日
、
30
日
　
計
8
日
間

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
│

6
0
7
0
）

上
場
会
社
の
株
券
が

電
子
化
さ
れ
ま
す

株
券
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
1
月
の
実
施
に
向
け
準

備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

株
券
の
電
子
化
が
実
施
さ
れ
る

と
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と

な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社

な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子

的
に
管
理
さ
れ
、
株
式
の
管
理
や

取
引
が
よ
り
効
率
的
に
、
よ
り
安

全
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
の

た
ん
す
や
貸
金
庫
で
長
期
間
保
管

さ
れ
て
い
る
株
券
の
中
に
は
、
名

義
書
換
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更

な
ど
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
是
非
ご
確
認
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

日
本
証
券
業
協

会
　
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進

セ
ン
タ
ー（
蕁
0
3
―

3
6
6
7

―

4
5
0
0
平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で
）

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
在
園

児
が
い
る
世
帯
に
、
市
民
税
課
税

額
に
応
じ
て
保
育
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
幼
稚
園
就
園
の
奨
励
を
目
的

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、

事
前
の
予
約
等
は
不
要
で
す
。

●
日
時

6
月
15
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
―

2
―

19
）

●
相
談
内
容

・
土
地
、
建
物
、
会
社
等
の
登
記

に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ねんきん特別便相談会

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

12日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
1日
午前 10：00 ～ 　　正　午
29日
午前 9：00 ～ 　　正　午

5日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日
　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール会議室7（1日）

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

16日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

6月の相談日

3日 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

市役所会議室A・

・27日  

7月1日

福祉課横会議室Ｂ（27日）

市役所会議室A
秋山公民館

17日 ・

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
対
象
者
は
、
市
に
住

所
を
有
す
る
3
歳
、
4
歳
、
5
歳

児（
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
）を

私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る

世
帯
で
、
保
護
者
お
よ
び
世
帯
内

の
納
税
義
務
者
等
の
今
年
度
の
市

民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し

て
い
る
世
帯
に
は
幼
稚
園
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市

外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
世

帯
で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

6月子育てプレイルームのお知らせ
●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

●日時 6月11日（水）・26日（木）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ 福祉課子育て
支援担当（蕁62ｰ3115）

※初めての方は事前にお申し込みください。
※親子が遊べる場所、情報交換の場所と
してお気軽にご利用ください。

・
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
親

権
等
の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

・
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
等
の
供
託
に
関
す

る
こ
と

・
虐
待
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
等
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

・
遺
言
等
の
公
正
証
書
作
成
に
関

す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

7
1

5
1
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
用

プ
ー
ル
の
営
業
を
7
月
7
日（
月
）

か
ら
8
月
31
日（
日
）ま
で
実
施
し

ま
す
。

な
お
、
学
校
週
5
日
制
に
伴
う
、

土
曜
日
の
子
ど
も
用
プ
ー
ル
の
無

料
開
放
は
、
子
ど
も
用
プ
ー
ル
営

業
期
間
中
の
土
曜
日
に
例
年
ど
お

り
実
施
し
ま
す
。

※
無
料
開
放
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
多
く
事
故
等
の
危
険
性
が

あ
る
場
合
、
入
場
を
制
限
し
た

り
、
お
断
り
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
水

泳
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
、
小
学
校



●
定
員

6
組（
1
組
30
分
程
度
）

●
申
込
み
方
法

予
約
制
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
期
間

6
月
16
日（
月
）

〜
20
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

や
ま
び
こ
支
援
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

は
、
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
保

育
士
、
教
員
等
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
特
別
支
援
教
育
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

①
学
習
支
援
相
談
会

や
ま
び
こ

支
援
学
校
教
員
が
自
作
教
材
を

使
い
授
業
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
日
時

8
月
5
日（
火
）午
前
9

時
〜
正
午

②
事
例
研
究
会

学
習
支
援
相
談

会
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

関
わ
り
方
や
学
習
内
容
・
教
材

に
つ
い
て
の
研
究
会
を
行
い
ま

す
。

○
日
時

8
月
6
日（
水
）午
前
9

時
〜
正
午

③
教
材
製
作
講
習
会

工
具
の
使

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次

の
と
お
り
パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
職
種

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
2

級
資
格
取
得
者
）

●
募
集
人
員

1
人

●
年
齢

問
い
ま
せ
ん

●
勤
務
日

週
3
日
〜
4
日

●
勤
務
時
間

1
日
3
〜
8
時
間

●
主
な
仕
事
内
容

訪
問
介
護
全

般
※
詳
細
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協

議
会（
蕁
63
―

0
0
0
2
）

不
動
産
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

山
梨
県
本
部
で
は
、
次
の
と
お
り

不
動
産
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時

6
月
24
日（
火
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
内
容

・
不
動
産
に
関
わ
る
法
律
、
税
金

（
相
続
税
・
贈
与
税
）相
談

・
住
宅
等
建
築
相
談
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

6月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、6月27日（金）午前9時から11時です。

い
方
を
学
び
な
が
ら
実
際
に
教

材
を
作
り
ま
す
。

○
日
時

8
月
8
日（
金
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時

●
申
込
み
期
限

6
月
27
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

や
ま
び
こ
支
援
学
校（
大
月
市

富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7
）支
援

指
導
部（
蕁
23
―

1
9
4
3
）

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
夏

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不

安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

来
校
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

※
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。

●
日
時

7
月
17
日（
木
）〜
20
日

（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
相
談

●
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

7
月
11
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

中
込（
蕁
0
5
5
3
―

22
―

1
3

7
8
蕭
0
5
5
3
―

22
―

6
4
1

9
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp



40
分
〜
3
時
10
分
、
③
午
後
5

時
〜
6
時
30
分
、
⑤
午
前
9
時

40
分
〜
11
時
10
分
、
そ
の
他
午

前
11
時
20
分
〜
午
後
0
時
50
分

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学

●
申
込
み
方
法
　
6
月
2
日（
月
）

か
ら
電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
ま
で（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6
9

1
1
）

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
運
動（
ク
ー

ル
ビ
ズ
）を
実
施
し
ま
す

上
野
原
市
役
所
で
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
の
推
進
と
地
球
環
境
保

護
の
た
め
、
市
役
所
の
冷
房
温
度

を
高
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
執
務
環
境
を
考
慮

し
、
6
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
間
、
職
員
の
服
装
の
軽
装
化

を
実
施
し
ま
す
。

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
上
着
を
着
用

せ
ず
に
市
民
の
み
な
さ
ん
と
接
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）
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帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、「
こ
ど

も
学
科
」「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
」
の
授
業
を
無
料
公
開
講

座
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
お
好
き

な
講
座
を
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連

携
講
座
で
す
。

《
開
催
日
お
よ
び
演
題（
講
師
）》

①
6
月
19
日（
木
）子
ど
も
と
音
楽

劇（
須
田
三
枝
子
先
生
）

②
6
月
26
日（
木
）現
代
の
保
育
に

求
め
ら
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
〜

子
育
て
支
援
・
病
児
後
保
育
〜

（
松
本
實
先
生
）

③
6
月
30
日（
月
）保
育
現
場
に
お

け
る
発
達
相
談（
森
正
樹
先
生
）

④
7
月
1
日（
火
）動
物
園
獣
医
技

術
の
先
端（
松
井
桐
人
先
生
）

⑤
7
月
7
日（
月
）子
ど
も
の
か
ら

だ
の
危
機（
中
村
和
彦
先
生
）

⑥
7
月
8
日（
火
）犬
の
ト
レ
ー
ナ

ー
に
必
要
な
こ
と（
仮
）（
鳴
海

治
先
生
）

⑦
7
月
15
日（
火
）人
と
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
ア
ニ
マ
ル
の
愛
着（
濱
野

佐
代
子
先
生
）

⑧
7
月
17
日（
木
）発
達
障
害
児
に

対
す
る
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

（
津
田
望
先
生
）

⑨
7
月
22
日（
火
）地
元
密
着
型
動

物
園
と
野
生
生
物
の
保
護（
山

本
茂
行
先
生
）

⑩
7
月
29
日（
火
）動
物
病
院
に
お

け
る
動
物
看
護
師
の
役
割（
内

田
恵
子
先
生
）

●
時
間

①
・
②
・
⑧
午
後
1
時

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62－3118）

広
　
　
告

上野原アートクラフト展 Vol．7
「モノづくり」を通して、上野原を東京ー神奈川ー
山梨と繋ぐ文化の拠点にしたいという思いから、県内
外の工芸家が集まり、展示販売いたします。
●日時 6月21日（土）午前10時～午後6時(小雨決行)

22日（日）午前 9時～午後5時(小雨決行)
●場所 上野原市新田の河川敷公園
●問い合わせ 遊春窯　荒川洋子　090-3200-3463

大倉窯　中村三郎　090-8300-1208

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が

中
止
と
な
り
ま
す

山
梨
県
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
昨
年
8
月
以
降
、
レ

ジ
袋
削
減
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20

年
6
月
30
日
を
目
途
に
、
県
内
の

主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
の
レ
ジ
袋
を
製
造

す
る
の
に
必
要
な
石
油
原
料
は
約

20
裨
で
、
消
費
量
は
国
民
ひ
と
り

あ
た
り
年
間
約
240
枚（
石
油
原
料

換
算
4.8
褄
）に
な
り
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
削
減
は
、
ご
み
の
減

量
化
、
石
油
資
源
の
節
約
だ
け
で

な
く
、
レ
ジ
袋
の
製
造
・
焼
却
に

伴
い
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
の

無
料
配
布
の
中
止
は
地
球
温
暖
化

防
止
と
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向

け
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
推
進
す
る
大
き
な
一

歩
で
す
。

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
に
あ

わ
せ
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
等
の
持
参

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
環
境
創
造
課

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
5
0

6
）

上野原青年会議所では、4月27日
に上野原地区の根本山山頂の清掃活
動を行いました。青年会議所による
この活動は、上野原市を一望できる
根本山山頂の環境整備として昨年か
ら継続して行われています。今回は、
近所の方や消防団の方も参加し、総
勢32名で草刈り等の清掃活動を行
いました。

クリーンアクション2008
～根本山清掃活動～



婚

姻

巌
地
区

安
留
雅
人

ま
さ
ひ
と（

昭
人
）、
小
林
葵あ

お
い（

克
次
）、

山
口
憧あ

こ（
佳
胤
）、

中
響
己

ひ
び
き（

栄
次
）

上
野
原
地
区

阿
部
萌
奈
美

も

な

み

（
努
）、
野
伏
希
望

の
ぞ
み

（
正
和
）、
秦
孝
介

こ
う
す
け（

孝
延
）、
新
名

彩
香

あ
や
か（

公
男
）、
久
保
海
智

み
さ
と（

俊
之
）

秋
山
地
区

関
戸
め
い（
元
彦
）

甲
東
地
区

和
智
利
明
＝
松
尾
公
余

巌
地
区

佐
藤
弘
文
＝
橋
本
陽
子

上
野
原
地
区

橋
本
豊
＝
岡
部
紀
子

和
田
信
明
＝
辻
村
安
紀

山
形
昭
弘
＝
闍
橋
明
理

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
4
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
歯

を
保
つ
た
め
に
は
日
々
の
手
入
れ

が
と
て
も
重
要
で
す
。
み
な
さ
ん

は
、
歯
科
疾
患
の
予
防
を
心
が
け

て
い
ま
す
か
？

《
虫
歯
の
予
防
》

歯
周
病
の
原
因
と
な
る
歯
垢
や

歯
石
の
沈
着
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

歯
磨
き
を
励
行
し
、
食
べ
か
す
を

き
れ
い
に
落
と
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
て
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

《
歯
の
無
料
相
談
》

6
月
4
日
〜
10
日
は
歯
の
衛
生

週
間
で
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
歯
科

医
師
会
に
よ
る
歯
の
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
1
日（
日
）午
後
1

時
〜
3
時

●
場
所

オ
ギ
ノ
上
野
原
店
、
ダ

イ
エ
ー
大
月
店

●
内
容

歯
科
検
診
、
相
談
、

刷
掃
指
導

さ
っ
そ
う
し
ど
う

、
フ
ッ
素
塗
布
等

※
虫
歯
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者

報
告
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
19
年
の
1
年
間
で

新
規
に
1
4
4
8
件
と
過
去
最
高

を
記
録
し
ま
し
た
。

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

で
は
、
感
染
不
安
の
あ
る
方
等
に

匿
名
・
無
料
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）

相
談
と
採
血
後
1
時
間
以
内
で
結

果
の
わ
か
る
即
日（
抗
体
）検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
〜
7
日
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
住
民
へ
の
検
査
の
浸
透
・
普

及
を
図
る
た
め
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
ま
で
の
通
常
検
査
と
併

せ
、
夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。

●
夜
間
検
査

6
月
4
日（
水
）〜

6
日（
金
）午
後
5
時
30
分
〜
7

時
30
分

な
お
、
感
染
の
心
配
の
あ
っ
た

時
か
ら
3
か
月
ほ
ど
経
過
し
て
い

な
い
と
確
実
な
検
査
結
果
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
検
査
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課（
蕁
0
5
5
5
│

24

│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

棡原地区 前野 ほの花
か

ちゃん（10か月）
克典さんと麻衣子さんの長女

“優しく元気に育ってね！”

上野原地区 谷内　亮太
りょうた

くん（3歳4か月）
和雄さんと一美さんの長男

“明るく元気に育ってね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



大
目
地
区

水
越
　
ゑ
子（
右
士
）、
大
神
田
澄
子

（
剛
雄
）、
雨
宮
美
代
子（
康
雄
）

甲
東
地
区

中
村
き
　
子（
一
匡
）、
尾
形
光
江

（
一
雄
）、
白
倉
か
ね
子（
正
男
）

巌
地
区

水
野
俊
雄（
杉
子
）、
大
神
田
菊
枝

（
夏
雄
）、
剱
持
英
雄（
彜
子
）、
田
中

稔
次（
材
）

大
鶴
地
区

市
川
き
よ
子（
佞
）

島
田
地
区

闍
橋
和
一（
和
仁
）

上
野
原
地
区

網
野
年
子（
清
水
宣
明
）、
鷹
取
清

（
と
め
子
）、
加
藤
喜
久
江（
洋
一
）、

平
子
恭
司（
加
代
子
）、
富
田
満
喜
子

（
裕
久
）、
古
屋
保
巳（
庸
子
）

西
原
地
区

奈
良
谷
子（
塚
田
や
す
江
）

1

2

3

4

講座内容
手作り絵本のいろいろとじゃ
ばら絵本づくり
おはなしづくりと絵本製作の
ルール
本文の製本作業
本文の化粧断ちと表紙との貼
りあわせ
児童文学作家　わしおとしこ
氏の「よみがたりとおはなし」

19 広報うえのはら　平成20年6月号　　　　　

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

66
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

8 9 10 11 12 13
7
14

15 16 17 18 19 20 21
2422 23 25 26 27 28

29 30

651 2 3 4

一

般

書

◇
『
芝
浜
謎
噺
』

愛
川
晶
／
著
　
原
書
房

◇
『
鎖
さ
れ
た
海
峡
』

逢
坂
剛
／
著
　
講
談
社

◇
『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
』

重
松
清
／
著
　
光
文
社

◇
『
サ
ウ
ス
ポ
イ
ン
ト
』

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著
　
中
央

公
論
新
社

◇
『
熟
年
革
命
』

渡
辺
淳
一
／
著
　
講
談
社

児

童

書

◆
『
う
ら
な
い
バ
バ
と

石
川
五
ニ
ャ
え
も
ん
』

大
庭
桂
／
作
　
く
す
は
ら
順

子
／
絵
　
旺
文
社

◆
『
ホ
ー
ミ
ニ
・
リ
ッ
ジ

学
校
の
奇
跡
！
』

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ペ
ッ
ク
／
著

斎
藤
倫
子
／
訳
　
東
京
創
元
社

◆
『
海
の
擬
態
生
物
』

伊
藤
勝
敏
／
写
真
・
文
　
海
野

和
男
／
監
修
　
誠
文
堂
新
光
社

絵

本

○
『
と
も
だ
ち
み
つ
け
た
』

松
成
真
理
子
／
絵
　
森
山
京
／

作
　
あ
か
ね
書
房

○
『
ざ
っ
く
ん
！
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
』

鈴
木
ま
も
る
／
絵
　
竹
下
文

子
／
作
　
偕
成
社

○
『
い
ま
な
ん
じ
？
』

松
成
真
理
子
／
作
　
学
研

○
『
ち
い
さ
な
た
か
ら
も
の
』

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
／
作

角
田
光
代
／
訳
　
学
研

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ピ
ー
タ
ー
の
い
す
』

◎
日
時
　
6
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
蜜
柑
』

芥
川
龍
之
介
／
作

他

◎
日
時
　
6
月
15
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
お
は
な
し
会
☆

『
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
そ
だ
て
よ
う
』
他

死

亡

す
）

◎
申
込
み
期
間

6
月
10
日（
火
）

〜
15
日（
日
）

◎
申
込
み
方
法

市
立
図
書
館
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◎
持
ち
物

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
・

色
え
ん
ぴ
つ
・
タ
オ
ル

◎
材
料
費

千
円

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

日　時
6月28日（土）
午前10時～正午
7月5日（土）
午前10時～正午
7月12日（土）午前10時～正午

7月19日（土）
午前10時～午後0時30分

◎
日
時
　
6
月
21
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
映
画
鑑
賞
会
☆

『
幌
馬
車
』

◎
日
時
　
6
月
22
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
10
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
お
り
が
み
遊
び
』

◎
日
時
　
6
月
28
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
手
づ
く
り
絵
本
教
室
☆

〜
世
界
で
た
っ
た
一
冊
の
手
づ
く

り
絵
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

簡
単
で
体
裁
が
よ
く
応
用
範
囲

の
広
い
「
じ
ゃ
ば
ら
式
の
折
り
本
」

と
「
本
格
的
な
上
製
本
」
で
の
絵

本
2
冊
を
親
子
で
作
り
ま
す
。
完

成
し
た
絵
本
は
8
月
22
日（
金
）〜

24
日（
日
）に
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
全
国
規
模
の
『
手
づ
く

り
絵
本
展
』
の
地
元
コ
ー
ナ
ー
に

展
示
し
ま
す
。

◎
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
和

室
◎
対
象
者

5
〜
12
歳（
親
子
で

参
加
で
き
る
方
）

◎
定
員

15
組
30
名（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

4月27日、市内外から23チーム・約1,000人が参
加し、第4回じょいそーらん祭りが開催されました。
当日は、センタープラザ・市道大間々線・ＪＡクレ

イン・牛倉神社の4会場で、各チームがエネルギッシ
ュな踊りを披露しました。

さつまいもの植え付け

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

5月12日、秋山小学校5～6年生の児童が神野ふれあい農園でさつまい
もの植え付けを行いました。この日は農業委員会副会長原田さん、農業指
導員水越さんの指導のもと、児童は肥料をまいたり、身の丈ほどもある鍬
で畑を耕すなど、本格的な農作業を体験した後、用意されたさつまいもの
苗約120本を畑一面に植え付けました。植え付けを体験した児童はみん
な、「秋には美味しいさつまいもができるといいな」と感想をもらしてい
ました。5月15日には上野原小学校でも同様の植え付けを行いました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,566人 （＋12）
男 ●13,741人 （－ 2）
女 ●13,825人 （＋14）
世帯●10,023世帯（＋35）
平成20年5月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●第4回じょいそーらん祭り
好天に恵まれた4月22日、市教育委員会では上野

原公民館事業として春の八重山を歩く会を行いまし
た。参加者は、井田史朗上野原公民館長を案内役に、
春の草花の観察や、完成したばかりの展望台からの眺
めなどを楽しみました。

●春の八重山を歩こう

上野原市諏訪地区にお住まいの波多野保男さんは、
旧甲州街道沿いの自宅脇に、記念碑等を建立するなど
して、長年にわたり地域の憩いの場を提供しています。
市内外からも多くの観光客が訪れ、観光客に甲州街

道の歴史などを語るなどして楽しませています。

●憩いの場を提供
5月10日、第4回太陽のつどいが行われました。当

日はあいにくの雨となり、上野原小学校屋内運動場で
の開催となりましたが、各地区から1,200人を超え
る参加者が集まり、ダンスやゲーム、アトラクション
などを楽しみました。

●第4回太陽のつどい
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番

地
2008

6 
N

o.40



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.05556
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.05556
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [400 400]
  /PageSize [1198.772 851.528]
>> setpagedevice


